
　

5
月
14
日
に
行
わ
れ
た
第
14
回

山
辺
の
郷
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

に
、
家
族
5
人
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
通
る
事
の
な
い
道
を
、
風

を
感
じ
、
虫
の
声
を
聞
き
、
家
族

で
話
を
し
、
問
題
を
解
き
な
が
ら

2
時
間
30
分
を
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
後
か
ら
出
発
し
た
チ
ー

ム
に
追
い
越
さ
れ
た
り
し
た
け
れ

ど
も
、
い
く
つ
か
の
難
問
を
子
供

達
と
一
緒
に
考
え
、
話
を
し
な
が

ら
進
め
た
事
は
本
当
に
良
か
っ

た
。

　

子
供
が
大
き
く
な
る
と
、
親
と

行
動
を
共
に
し
た
り
、
話
を
す
る

時
間
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
も

の
で
す
が
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

参
加
し
た
お
か
げ
で
、
地
域
に
あ

る
色
々
な
発
見
を
子
供
と
一
緒
に

で
き
た
事
な
ど
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

特
に
子
供
達
は
、
普
段
の
学
校

の
勉
強
と
は
違
い
、
順
路
と
問
題

と
な
る
場
所
の
目
印
に
な
る
物
を

探
す
間
、
景
色
を
見
、
花
、
虫
に

興
味
を
持
っ
て
話
し
合
い
、
一
つ

一
つ
の
問
題
を
楽
し
み
な
が
ら
、

真
剣
に
答
え
を
探
し
ま
し
た
。「
全

問
正
解
す
る
ゾ
～
」
と
、
意
欲
的

な
姿
に
、「
参
加
し
て
良
か
っ
た
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

道
み
ち
、
田
植
え
を
し
て
い
る

人
、
畑
に
い
る
人
、
色
々
な
人
に

会
い
ま
し
た
。
家
族
で
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
挨
拶
を
す
れ
ば
、
知
ら

な
い
人
で
も
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

返
し
て
く
れ
て
、時
に
は
「
頑
張
っ

て
」
と
言
っ
て
く
れ
た
人
ま
で
い

ま
し
た
。
家
族
で
と
て
も
良
い
経

験
が
で
き
、
次
回
も
参
加
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ド
ッ
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー（
藤
井
）

品
田
尚
彦
・
幸
子

結
果
が
出
せ
た

問題の目印を探す参加者

里
の
日
」
は
、
松
本
市
か
ら
講
師

の
方
を
お
招
き
し
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ス
ト
レ
ッ
チ
の
基
本
を
知
ろ

う
！
」
と
題
し
、
皆
で
楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
今
年
も

特
色
の
あ
る
企
画
を
考
え
町
内
の

交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
元
々
世
帯
数
の
少
な
い
町

会
で
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
少
子
化

の
影
響
も
あ
り
、
小
学
生
は
６
人・

未
就
学
児
は
８
人
で
す
が
、
美

里
町
会
と
一
緒
に
育
成
会
を
運

営
し
、
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
大
会
・

ラ
ジ
オ
体
操
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

三
九
郎
等
も
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

町
会
独
自
で
も
青
山
様
と
ぼ

ん
ぼ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
福
祉
ひ
ろ
ば
で
開
催

さ
れ
る
月
１
回
の
ふ
れ
あ
い
健

康
教
室
の
参
加
率
も
高
く
、
意

気
軒
昂
な
方
の
多
い
町
会
で
す
。

若
里
町
公
民
館
長　

八
坂  

文
明

　

若
里
町
は
山
辺
中
学
校
の
西

側
と
南
側
に
面
し
、
美
里
町
と

西
荒
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

松
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
と
、
里
山
辺
地
区
の
中
で

は
比
較
的
安
全
な
地
域
の
よ
う

で
す
。

　

ま
た
新
し
い
町
会
の
た
め
、

お
舟
祭
り
の
様
な
伝
統
的
な
行

事
や
風
習
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
年
恒
例
の
「
若
里
の
日
」
で

は
老
若
男
女
が
集
い
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
去
年
の
「
若

若里町
町会 

わが町紹介

若
里
の
日

● ●

　

里
山
辺
子
ど
も
会
育
成
会
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ

を
や
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
最
初
5
人
で
跳
ん

で
、
跳
び
続
け
な
が
ら
一
人
入
っ

て
、
一
人
抜
け
る
Ｅ
Ｘ
に
出
ま
し

た
。
入
る
の
は
う
ま
く
い
く
の
で

す
が
出
る
の
が
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
わ
を
よ
く
見
て

ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
練
習
し

ま
し
た
。
2
分
間
で
何
回
跳
べ
る

か
数
え
て
練
習
し
ま
し
た
。
何
度

も
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
跳
べ
る

回
数
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
、
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
下
の
学
年

の
人
が
つ
っ
か
か
っ
て
も
「
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と

言
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
本
番
で

は
、
今
ま
で
で
一
番
い
い
結
果
が

出
せ
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
で
す
。

清
水
小
学
校
6
年
（
下
金
井
）　

日
野
原
　
玄
騎

　
結
　
果

◎
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ

　

優　

勝

　

準
優
勝

　

第
3
位

　

第
4
位

林
ガ
ー
ル
ズ
チ
ー
ム

湯
の
原
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス

上
金
井
イ
エ
ロ
ー

南
北
小
松
チ
ー
ム
タ
ロ
ウ

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ

　

第
5
位

　

第
6
位

◎
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｅ
Ｘ

　

優　

勝

　

準
優
勝

　

第
3
位

　

第
4
位

　

第
5
位

　

第
6
位

レ
イ
ン
ボ
ー
す
す
き
町

ハ
ヤ
ブ
サ
新
井
チ
ー
ム

南
北
小
松
チ
ー
ム
メ
ビ
ウ
ス

ス
ー
パ
ー
す
す
き
町

西
小
松
カ
ッ
パ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ぴ
ょ
ん
太
西
荒
町
Ｅ
Ｘ

西
小
松
カ
ッ
パ
ジ
ュ
ニ
ア

南
北
小
松
チ
ー
ム
ダ
イ
ナ 大勢の人が参加した「若里の日」

元気に跳ぶ子どもたち
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世帯数：    5,232 戸
　男　：    5,779 人
　女　：    6,175 人
　計　：  11,954 人

平成29年7月1日現在

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て



◇
美
ヶ
原
台
上
ウ
ォ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

5
月
27
日
に
20
名
が
参

加
し
て
、
扉
峠
か
ら
茶
臼

山
・
塩
く
れ
場
・
美
し

の
塔
・
山
本
小
屋
ま
で
約
5
キ
ロ

を
歩
き
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ

美
ヶ
原
台
上
で
は
富
士
山
を
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

◇
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
業
協
同
組
合

山
辺
支
所
が
完
成

　

里
山
辺
・
入
山
辺
の
支
所
が
統

合
し
て
新
し
く
山
辺
支
所
が
完
成

し
て
6
月
12
日
よ
り
業
務
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
47
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
6
月
4
日
　
結
果

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

　
　
　

      

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　
　

　

準
優
勝　

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

　
　
　

      

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　
　

　

準
優
勝

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
優
勝

チ
ー
ム
を
松
本
市
民
体
育
大
会
の

代
表
チ
ー
ム
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

☆
新
ぺ
リ
ア
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

☆
グ
ロ
ス
の
部

　
　

　

今
年
で
第
2
回
目
を
迎
え
た
里

山
辺
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
5

月
26
日（
金
）に
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
で
し

た
が
、
89
名
の
参
加
者
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

優　

勝

　

準
優
勝

　

第
3
位

　

第
4
位

　

第
5
位

　

第
6
位

　

第
7
位

　

第
8
位

　

第
9
位

　

第
10
位

柿
澤
袈
恵
司
（
新
井
）

浅
野
謙
一
（
新
井
）

佐
藤
良
治
（
西
荒
町
）

小
野
太
三
郎
（
新
井
）

武
重
俊
明
（
新
井
）

石
川
清
高
（
湯
の
原
）

小
岩
井
淳
次
（
林
）

湯
川
治
宣
（
湯
の
原
）

久
祢
田
修
一
郎（
小
松
町
）

金
原
相
一
（
林
）

　

第
1
位

　

第
2
位

　

第
3
位

湯
川
治
宣
（
湯
の
原
）

小
岩
井
淳
次
（
林
）

布
野
慶
信
（
西
荒
町
）

里
山
辺
地
区

     

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会小岩井淳次実行委員長（左）、

優勝者の柿澤袈恵司さん（右）

　

新
井
の
薔
薇
園
は
噂
通
り
に

き
れ
い
で
思
わ
ず
「
ワ
ァ
ー
」

と
声
が
出
た
。
園
主
の
赤
羽
増

夫
さ
ん
は
、
に
っ
こ
り
と
迎
え

て
下
さ
り
、「
自
宅
の
庭
に
植

え
始
め
て
25
年
、
2
4
0
種
、

2
7
0
本
以
上
あ
り
ま
す
よ
。」

と
…
。「
色
、
香
り
、
形
の
組

合
せ
で
種
類
が
出
来
る
。
主
な

仕
事
は
3
回
の
剪
定
、
毎
週
の

消
毒
で
、
今
の
時
期
が
一
番
忙

し
い
。
一
月
と
二
月
だ
け
世
話

を
し
な
い
だ
け
で
、
常
に
苦
労

が
あ
る
ね
。」
と
笑
み
を
浮
か
べ

て
お
っ
し
ゃ
る
。
赤
、
ピ
ン
ク
、

茜
…
正
に
薔
薇
の
海
。「
ど
の
花

が
好
き
か
ね
？
」
鋏
を
使
う
手

に
、
子
供
を
労
る
よ
う
な
愛
情

を
感
じ
た
。編

集
委
員　

細
野
　
麗

さ
と
や
ま
べ
散
歩

　

恒
例
の
里
山
辺
公
民
館
講
座

「
男
の
料
理
教
室
」
は
今
年
度
で

17
年
目
を
迎
え
ま
す
。
前
身
は
福

祉
ひ
ろ
ば
の
男
性
料
理
教
室
で
、

男
性
が
家
庭
で
も
気
軽
に
作
れ
る

料
理
を
講
師
の
久
保
田
一
さ
ん
の

指
導
の
も
と
作
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
一
回
目
の
教
室

は
、6
月
23
日（
金
）に
開
催
さ
れ
、

夏
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
を
作
り
ま
し

た
。
調
味
料
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

食
材
の
風
味
が
生
き
た
美
味
し
い

仕
上
が
り
で
し
た
。

公
民
館
主
事　

石
川
　
和
也

 

男
の
料
理
教
室

17
年
目
に
突
入
　
　

今回のメニュー
①冷しゃぶ、②タコのワンパー、③ホタテのスタミナ焼き

慣れた手つきで料理する参加者

赤羽増夫さんの見事な薔薇園

　

松
本
市
で
は
地
区
ご
と
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。
地
区
の

地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
医
療・

介
護
・
福
祉
の
専
門
機
関
と
地
域

住
民
が
連
携
の
取
れ
る
関
係
を
つ

く
る
た
め
、
地
域
の
現
状
を
把
握

し
、分
析
し
、課
題
を
見
つ
け
ま
す
。

助
け
を
求
め
て
い
る
住
民
を
地
域

全
体
で
見
守
り
、
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
み
に

期
待
を
寄
せ
す
ぎ
ず
に
お
互
い
様

が
基
本
の
地
域
で
お
互
い
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
に
、
地
区
の
皆
さ

ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
、「
助
け

て
」
と
言
え
る
地
域
を
つ
く
る
た

め
、
今
回
公
民
館
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
自
分
の
将
来
を
し
っ

か
り
見
据
え
て
こ
う
あ
っ
て
ほ
し

い
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。公民

館
主
事　

石
川
　
和
也

「
助
け
て
」を
言
え
る

       

地
域
づ
く
り
勉
強
会

～
自
分
の
近
い
将
来
を
考
え
ま
し
ょ
う
～

薄　

町

南
北
小
松

藤　

井

兎
川
寺

南
北
小
松

新　

井

湯
の
原

新　

井 完成した山辺支所

①

② ③

第2回
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